
年
次
ご
と
の
主
な
で
き
ご
と

利
用
者
の
便
を
は
か
る
た
め
、
国
内
の
動
き
お
よ
び
松
平
家
に
関
す
る
主
な
で
き
ご
と
を
一
年
ご
と
に
簡
単
に

紹
介
す
る
。
た
だ
し
諸
儀
礼
や
冠
婚
葬
祭
、
法
令
等
は
原
則
と
し
て
除
外
し
た
。

一

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

前
年
（
慶
応
三
年
）
十
月
、
前
土
佐
藩
主
山
内
豊
信
（
容
堂
）
の
建
白
を
受
け
た
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
、

討
幕
の
密
勅
を
受
け
た
薩
摩
・
長
州
両
藩
の
機
先
を
制
し
て
朝
廷
に
対
し
大
政
奉
還
を
上
表
し
た
。
慶
喜
の
ね
ら

い
は
朝
廷
の
も
と
で
徳
川
氏
主
導
の
幕
府
と
雄
藩
の
連
合
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
公
家
の

岩
倉
具
視
や
薩
摩
の
大
久
保
利
通
ら
を
は
じ
め
と
す
る
倒
幕
派
は
こ
の
構
想
で
は
収
ま
ら
な
い
。
十
二
月
九
日
に

「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
が
発
せ
ら
れ
て
新
政
府
最
初
の
官
制
で
あ
る
三
職
（
総
裁
・
議
定
・
参
与
）
が
置
か
れ
、

雄
藩
連
合
政
権
を
つ
く
る
も
の
の
、
同
日
夜
の
小
御
所
会
議
に
お
い
て
慶
喜
の
辞
官
納
地
を
決
定
し
、
新
政
府
か

ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
を
不
満
と
す
る
慶
喜
は
一
月
に
挙
兵
し
た
。
翌
年
ま
で
続
く
戊
辰
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
る
。
慶
喜
は
朝
敵

と
な
り
、
朝
廷
か
ら
追
討
令
が
出
さ
れ
た
。

「
家
譜
」
で
は
議
定
職
に
つ
い
た
慶
永
が
、
慶
喜
の
挙
兵
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に
旧
幕
府
側
と
交
渉
し
、

ま
た
そ
れ
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
後
も
徳
川
氏
と
新
政
府
の
仲
介
役
を
務
め
る
様
子
や
、
兵
火
に
動
揺
す
る
公
家
た

ち
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
政
府
は
旧
幕
府
軍
と
の
戦
争
最
中
の
三
月
、「
五
箇
条
の
誓
文
」「
五
榜
の
掲
示
」

を
公
布
し
、
更
に
閏
四
月
に
は
「
政
体
書
」
を
公
布
し
て
政
府
の
基
本
方
針
や
組
織
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。

三
月
の
勝
海
舟
と
西
郷
隆
盛
の
会
談
を
う
け
て
四
月
に
は
江
戸
城
が
無
血
開
城
さ
れ
る
が
、
旧
幕
府
軍
の
抵
抗

は
ま
だ
止
ま
な
か
っ
た
。
京
都
守
護
職
で
あ
っ
た
松
平
容
保
を
藩
主
と
す
る
会
津
藩
や
、
江
戸
の
薩
摩
藩
邸
を
焼

き
打
ち
し
た
庄
内
藩
に
対
す
る
追
討
令
に
対
し
、
両
藩
を
救
援
す
る
た
め
、
五
月
に
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
結
成
さ



れ
、
三
二
藩
が
新
政
府
に
対
抗
し
た
。
慶
永
は
従
来
か
ら
内
戦
回
避
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
福
井
藩
も
政
府

か
ら
越
後
口
へ
の
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
。

各
地
で
の
激
し
い
戦
闘
の
末
、
九
月
に
会
津
藩
は
政
府
に
降
伏
し
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
旧
幕
府
軍
は
蝦
夷
地

に
逃
れ
、
箱
館
の
五
稜
郭
を
本
営
と
し
て
最
後
の
抵
抗
を
試
み
た
。

二

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

薩
摩
・
長
州
中
心
の
新
政
府
に
お
い
て
も
一
定
の
存
在
感
を
示
し
た
福
井
藩
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
以
降
、
次

第
に
政
治
の
表
舞
台
か
ら
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
ず
一
月
、
幕
末
の
福
井
藩
の
方
向
付
け
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
新
政
府
に
お
い
て
も
参
与
の
職
に
あ
っ

た
横
井
小
楠
が
暗
殺
さ
れ
た
。
つ
い
で
二
月
に
は
、
徴
士
参
与
と
し
て
金
融
財
政
政
策
を
担
当
し
た
由
利
公
正
も

退
任
と
な
っ
た
。

慶
永
は
七
月
に
民
部
�
に
任
じ
ら
れ
、
翌
八
月
に
大
蔵
省
と
民
部
省
の
合
併
を
う
け
て
大
蔵
�
兼
任
と
な
っ
た

が
、
わ
ず
か
二
週
間
後
に
は
大
学
別
当
兼
侍
読
に
転
任
と
な
る
。
時
に
慶
永
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

一
方
、
前
年
か
ら
続
い
て
い
た
戊
辰
戦
争
は
五
月
、
五
稜
郭
の
戦
い
を
最
後
に
終
結
し
た
。
政
府
は
戊
辰
戦
争

の
終
結
を
う
け
翌
六
月
に
そ
の
軍
功
に
対
し
賞
典
禄
・
賞
金
を
下
賜
し
、
つ
い
で
諸
藩
主
の
版
籍
奉
還
を
許
可
す

る
と
と
も
に
諸
藩
主
を
知
藩
事
に
任
命
し
た
。
こ
の
時
に
従
来
の
公
家
・
諸
侯
は
華
族
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
松
平

家
も
華
族
と
な
っ
た
。
茂
昭
は
福
井
藩
知
事
と
な
り
、
従
来
の
領
地
高
三
二
万
石
余
の
一
〇
分
の
一
が
茂
昭
の
家

禄
と
な
っ
た
。
ま
た
、
慶
永
・
茂
昭
親
子
に
は
一
万
石
の
賞
典
禄
が
下
賜
さ
れ
た
。

九
月
に
は
王
政
復
古
に
貢
献
し
た
人
々
に
対
す
る
復
古
功
臣
賞
典
が
授
与
さ
れ
、
慶
永
は
正
二
位
に
昇
進
し
、

中
根
雪
江
に
は
永
世
禄
四
百
石
が
下
賜
さ
れ
た
。
な
お
、
翌
明
治
三
年
十
二
月
に
は
追
加
と
し
て
由
利
公
正
に
も

永
世
禄
八
百
石
が
下
賜
さ
れ
た
。

松
平
家
の
家
政
で
は
九
月
に
な
る
と
新
た
に
家
扶
以
下
の
職
制
を
新
設
し
、
そ
の
勤
務
心
得
が
示
さ
れ
た
。
家



政
内
を
統
括
す
る
家
扶
に
は
香
西
成
・
伊
藤
友
四
郎
が
任
命
さ
れ
た
。

三

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

こ
の
年
の
一
月
、「
大
教
宣
布
の
詔
」
が
出
さ
れ
、
神
道
の
国
教
化
が
は
か
ら
れ
た
。
官
制
改
革
の
面
で
は
閏

十
月
、
民
部
省
か
ら
鉱
山
・
製
鉄
・
鉄
道
・
灯
台
・
電
信
の
五
部
門
が
新
設
の
工
部
省
に
移
管
さ
れ
、
殖
産
興
業

の
中
心
と
な
っ
た
。

ま
た
、
幕
府
か
ら
大
名
格
の
待
遇
を
受
け
て
き
た
武
生
（
越
前
市
）
の
本
多
家
は
、
福
井
松
平
家
の
陪
臣
で
あ

る
と
い
う
理
由
で
政
府
の
華
族
制
度
か
ら
は
ず
さ
れ
、
当
主
本
多
副
元
は
士
族
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
不
満
と
す
る

武
生
町
の
旧
家
臣
や
町
民
が
暴
動
を
起
こ
し
た
。
こ
の
武
生
騒
動
で
は
、
坂
本
龍
馬
の
主
宰
し
た
海
援
隊
に
参
加

し
た
関
義
臣
も
連
座
し
て
い
る
。

慶
永
は
七
月
大
学
別
当
兼
侍
読
を
免
じ
ら
れ
、
麝
香
間
祗
候
と
な
る
。
慶
永
は
こ
れ
以
降
公
職
か
ら
退
い
た
た

め
、
家
政
内
で
も
冗
員
を
整
理
す
る
必
要
か
ら
公
務
局
を
廃
す
る
な
ど
、
家
政
組
織
の
簡
素
化
が
進
め
ら
れ
た
。

な
お
、
九
月
に
は
井
上
徹
が
家
扶
に
追
加
さ
れ
た
。

正
月
に
は
福
井
で
「
馬
威
し
」（
左
義
長
馬
）
が
催
さ
れ
、
勇
姫
・
青
松
院
（
慶
永
の
生
母
）
や
茂
昭
夫
妻
・

信
次
郎
（
の
ち
の
康
荘
）
ら
が
観
覧
し
た
。

四

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

二
年
前
に
版
籍
奉
還
が
実
現
し
た
が
、
依
然
と
し
て
旧
藩
主
は
知
藩
事
と
し
て
旧
領
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、

徴
税
権
も
そ
の
ま
ま
持
ち
続
け
て
い
た
。
そ
こ
で
政
府
は
中
央
集
権
化
を
進
行
さ
せ
る
べ
く
、
七
月
廃
藩
置
県
を

強
行
し
た
。
旧
藩
主
は
東
京
に
移
住
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
中
央
官
吏
が
県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
。

十
月
、
政
府
は
岩
倉
具
視
ら
を
欧
米
に
派
遣
し
、
不
平
等
条
約
改
正
の
下
交
渉
と
海
外
の
制
度
視
察
に
あ
た
ら

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



ま
た
十
二
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
課
税
対
象
外
で
あ
っ
た
東
京
府
下
市
街
地
に
地
券
を
発
行
し
、
地
租
の
課
税
を

行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

慶
永
関
係
で
は
五
月
、
青
松
院
が
死
去
し
た
。
麝
香
間
祗
候
と
し
て
は
七
月
、
国
事
に
つ
い
て
天
皇
か
ら
の
諮

問
を
受
け
る
た
め
、
月
三
度
の
参
内
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

五

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

こ
の
年
に
は
十
七
世
紀
か
ら
続
い
た
田
畑
永
代
売
買
の
禁
が
解
か
れ
た
ほ
か
、
学
制
の
公
布
、
新
橋
・
横
浜
間

の
鉄
道
開
業
、
国
立
銀
行
条
例
の
公
布
、
徴
兵
告
諭
な
ど
、
国
家
の
近
代
化
が
す
す
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
九
月
に

は
琉
球
国
使
が
参
内
、
国
王
尚
泰
を
琉
球
藩
主
と
し
て
華
族
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
清
は
琉
球
を
属
国
と

し
て
扱
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
こ
と
は
日
清
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。

慶
永
関
係
で
主
だ
っ
た
で
き
ご
と
を
拾
っ
て
み
る
と
、
一
月
、
女
子
が
誕
生
し
猶
姫
と
命
名
さ
れ
た
（
七
月
に

早
世
）。
四
月
、
真
崎
別
邸
が
完
成
し
て
転
居
し
た
。
ま
た
五
月
に
は
、
天
皇
が
中
国
以
西
視
察
の
た
め
に
東
京

を
出
発
し
た
た
め
、
七
月
の
帰
京
ま
で
九
条
道
孝
・
伊
達
宗
城
・
池
田
茂
政
と
共
に
四
人
が
一
日
交
替
で
宮
中
お

よ
び
赤
坂
離
宮
の
当
直
を
務
め
た
。

十
月
、
家
族
の
分
量
金
（
年
間
経
費
）
を
決
定
、
慶
永
・
茂
昭
は
年
一
五
〇
〇
両
（
円
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
室

は
一
〇
〇
〇
両
、
信
次
郎
（
後
の
康
荘
）
は
当
分
実
費
と
さ
れ
た
。

な
お
、
十
二
月
か
ら
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
、
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月
一
日
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

六

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

中
央
で
は
岩
倉
使
節
団
が
欧
米
諸
国
に
向
か
っ
た
後
、
多
く
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
前
年
の
徴
兵
告

諭
を
受
け
て
一
月
に
は
徴
兵
令
が
公
布
さ
れ
、
国
民
皆
兵
の
方
針
が
具
現
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
朝
鮮
と
の
交
渉
が

不
調
に
終
わ
る
中
で
、
武
力
に
訴
え
て
開
国
さ
せ
る
と
い
う
強
硬
論
（
征
韓
論
）
が
広
が
り
、
参
議
西
郷
隆
盛
が



朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
。
し
か
し
使
節
団
が
帰
国
す
る
と
、
国
内
の
整
備
を
優
先
さ
せ
た
い

岩
倉
ら
と
征
韓
を
主
張
す
る
西
郷
ら
が
対
立
、
西
郷
・
板
垣
退
助
ら
が
下
野
し
、
参
議
兼
内
務
�
大
久
保
利
通
が

政
治
を
主
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

慶
永
関
係
で
は
、
六
月
に
墓
参
の
た
め
福
井
に
帰
省
し
て
お
り
、「
家
譜
」
に
は
行
程
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
十
八
日
、
前
年
開
通
し
た
汽
車
で
東
京
（
新
橋
）
を
出
発
す
る
と
、
神
奈
川
（
横
浜
）
か
ら

駕
籠
で
移
動
し
、
三
十
日
に
福
井
に
到
着
し
た
。
滞
在
中
に
は
三
国
へ
も
歩
を
の
ば
し
た
ほ
か
、
多
く
の
寺
社
に

参
詣
し
、
旧
臣
と
も
面
会
し
て
旧
交
を
温
め
た
。
そ
の
後
七
月
二
十
六
日
に
福
井
を
発
し
、
八
月
七
日
に
東
京
に

戻
っ
た
。

ま
た
、
九
月
に
初
め
て
慶
永
の
男
子
が
誕
生
し
た
。
六
之
助
と
命
名
さ
れ
、
十
一
月
に
は
茂
昭
か
ら
将
来
の
家

督
相
続
を
約
束
さ
れ
る
が
、
そ
の
直
後
に
早
世
し
て
い
る
。

七

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

前
年
政
変
に
敗
れ
下
野
し
た
板
垣
退
助
や
江
藤
新
平
ら
は
一
月
、
民
�
議
院
設
立
建
白
書
を
提
出
、
政
府
の
有

司
専
制
を
批
判
し
、
自
由
民
権
運
動
の
端
緒
を
開
い
た
。
板
垣
は
土
佐
で
立
志
社
、
大
阪
で
愛
国
社
の
結
成
を
主

導
し
た
。
こ
の
間
、
士
族
は
徴
兵
令
・
廃
刀
令
・
秩
禄
処
分
な
ど
に
よ
り
身
分
的
特
権
を
失
い
、
政
府
に
対
し
て

反
乱
を
お
こ
す
も
の
も
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
年
二
月
に
は
江
藤
を
中
心
と
す
る
佐
賀
の
乱
が
お
こ
り
、
以
降
三
年

後
の
西
南
戦
争
ま
で
、
主
に
西
日
本
で
不
平
士
族
の
反
乱
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

慶
永
関
係
で
は
、
二
月
に
邸
内
に
泥
棒
が
侵
入
し
て
靴
二
足
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
ほ
か
、
華
族
会
館
建

設
の
た
め
の
会
合
に
三
月
か
ら
継
続
し
て
出
席
し
て
い
る
。

ま
た
家
政
改
革
の
た
め
、
分
量
金
の
減
額
を
決
定
し
た
。
慶
永
・
茂
昭
は
年
一
〇
五
〇
両
（
円
）、
そ
れ
ぞ
れ

の
正
室
は
七
〇
〇
円
、
信
次
郎
は
四
二
〇
円
と
決
定
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
従
来
の
三
割
減
と
な
っ
た
。
あ
わ
せ

て
家
扶
・
家
従
ら
の
給
与
も
引
き
下
げ
ら
れ
た
。



こ
の
ほ
か
、
九
月
に
は
慶
永
を
含
む
華
族
一
〇
名
連
名
で
前
年
に
提
出
さ
れ
た
鉄
道
会
社
設
立
の
請
願
書
に
対

し
、
詳
細
な
書
類
提
出
が
求
め
ら
れ
た
。

八

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

盛
ん
に
な
っ
た
自
由
民
権
運
動
に
対
し
政
府
は
懐
柔
と
弾
圧
で
対
処
し
た
。
二
月
に
は
大
阪
会
議
を
開
き
政
治

改
革
を
進
め
る
こ
と
を
条
件
に
、
一
昨
年
下
野
し
た
板
垣
退
助
や
、
前
年
の
台
湾
出
兵
に
反
対
し
下
野
し
て
い
た

木
戸
孝
允
を
政
府
に
復
帰
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
四
月
に
は
元
老
院
・
地
方
官
会
議
・
大
審
院
が
設
置
さ
れ

た
。
一
方
、
六
月
に
は
「
讒
謗
律
」「
新
聞
紙
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、
政
府
批
判
の
言
論
を
抑
圧
し
て
い
る
。

や
す
ひ
ろ

慶
永
関
係
で
は
、
二
月
に
男
子
が
誕
生
し
、
康
泰
と
命
名
さ
れ
た
が
、
八
月
に
早
世
し
た
。

家
政
向
き
の
人
事
と
し
て
は
岐
阜
県
に
出
仕
し
て
い
た
武
田
正
規
を
招
き
、
準
家
扶
心
得
と
し
た
。
武
田
は
間

も
な
く
家
令
と
な
り
、
家
政
内
の
統
括
や
慶
永
の
名
代
と
し
て
会
議
に
出
席
し
た
り
、
使
者
を
務
め
た
り
し
て
い

る
。ま

た
五
月
に
は
正
室
勇
姫
が
、
実
母
顕
光
院
（
細
川
斉
護
室
）
の
見
舞
い
の
た
め
熊
本
へ
出
発
し
た
。
行
程
は

東
海
道
を
経
由
し
て
、
神
戸
か
ら
小
倉
間
は
船
を
利
用
し
、
の
べ
八
日
で
到
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
七
月
に
入
る
と

顕
光
院
の
容
体
が
悪
化
し
た
た
め
、
帰
福
を
延
期
す
る
。
十
九
日
に
容
体
が
安
定
し
た
た
め
福
井
に
向
っ
た
が
、

直
後
に
容
体
が
急
変
し
た
と
知
ら
せ
が
入
る
。
顕
光
院
は
翌
二
十
日
死
去
し
た
。

九

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

西
日
本
で
は
不
平
士
族
の
反
乱
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
三
重
・
愛
知
・
岐
阜
・
堺
の
四
県
で
は
学
制
や
徴
兵
、

地
租
改
正
に
反
対
す
る
農
民
一
揆
が
発
生
し
て
い
た
。
両
者
が
合
体
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
政
府
は
翌
年
か
ら
地

租
税
率
三
％
を
二
・
五
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
懐
柔
を
は
か
っ
た
。

慶
永
関
係
で
は
、
二
月
体
調
不
良
を
理
由
に
華
族
会
館
特
�
議
員
を
辞
任
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
子
供
が
す



べ
て
早
世
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
月
に
は
出
生
す
る
子
供
を
里
子
に
出
し
、
平
民
同
様
の
養
育
を
さ
せ
る
こ
と

を
決
め
た
。

七
月
に
は
麝
香
間
祗
候
の
諸
士
に
参
朝
の
日
が
政
府
か
ら
通
知
さ
れ
、
毎
月
五
・
十
五
・
二
十
五
日
と
な
り
、

五
・
二
十
五
日
は
皇
太
后
宮
お
よ
び
青
山
御
所
に
も
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
き

こ

九
月
に
女
子
が
誕
生
、
節
子
と
命
名
さ
れ
た
。
節
子
は
の
ち
に
茂
昭
の
子
、
康
荘
の
夫
人
と
な
っ
た
。

十

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

二
月
、
西
郷
隆
盛
を
首
領
と
し
、
私
学
校
生
徒
を
中
心
と
し
た
鹿
児
島
県
士
族
が
廃
刀
令
や
秩
禄
処
分
反
対
な

ど
を
掲
げ
て
反
乱
を
お
こ
し
た
。
西
南
戦
争
で
あ
る
。
慶
永
は
四
月
、
茂
昭
と
連
名
で
壮
兵
募
集
に
積
極
的
に
応

じ
、
奮
戦
を
求
め
る
旨
の
直
書
を
国
元
に
出
し
て
い
る
。
な
お
、
西
南
戦
争
は
九
月
に
西
郷
が
自
刃
し
て
終
結
し

た
。五

十
歳
に
な
っ
た
慶
永
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
福
井
へ
墓
参
、
約
二
〇
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
七
月
、

節
子
を
松
平
斉
民
（
確
堂
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
子
、
元
津
山
藩
主
）
の
養
女
と
す
る
旨
の
願
書
を
提
出
し
た
。

こ
れ
は
節
子
が
松
平
康
荘
の
配
偶
者
と
な
る
こ
と
を
内
々
に
決
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
叔
母
と
甥
の
関

係
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
八
月
に
は
茂
昭
の
室
幸
子
が
出
産
し
た
も
の
の
死
産
と
な
り
、
幸
子
も
間
も
な
く
死
去

し
た
。
九
月
に
は
静
寛
院
宮
（
和
宮
、
十
四
代
将
軍
家
茂
室
）
が
死
去
し
、
葬
儀
や
法
事
な
ど
、
一
連
の
仏
事
に

参
列
し
て
い
る
。
十
月
に
は
藩
主
時
代
か
ら
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
中
根
雪
江
が
死
去
し
た
。
ま
た
こ
の
月
に
は

華
族
学
校
開
業
式
が
あ
り
、
麝
香
間
祗
候
惣
代
と
し
て
祝
詞
を
朗
読
し
て
い
る
。

十
一

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

中
央
で
は
西
南
戦
争
終
結
後
も
自
由
民
権
運
動
は
な
お
拡
大
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
内
務
�
大
久
保
利
通
は
政

局
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
地
方
政
治
の
改
革
を
は
か
っ
た
。
大
久
保
は
五
月
に
暗
殺
さ
れ
た
が
、
七
月
に
は
三
新



法
と
よ
ば
れ
る
「
郡
区
町
村
編
制
法
」「
府
県
会
規
則
」「
地
方
税
規
則
」
が
公
布
さ
れ
、
大
幅
な
制
限
は
あ
る
も

の
の
地
方
自
治
の
し
く
み
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
と

こ

慶
永
関
係
で
は
一
月
、
正
式
に
節
子
を
松
平
斉
民
の
養
女
と
し
た
。
つ
い
で
四
月
に
は
里
子
が
誕
生
し
た
。
里

子
も
節
子
同
様
、
平
民
同
様
の
養
育
を
さ
せ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

十
月
、
慶
永
は
原
泉
学
校
（
御
泉
水
跡
地
の
一
部
）・
浴
恩
閣
（
御
泉
水
邸
号
）
の
額
面
の
揮
毫
を
お
こ
な
っ

た
。
な
お
、
原
泉
学
校
は
現
在
の
宝
永
小
学
校
の
前
身
に
あ
た
る
。

十
二
月
に
は
前
年
夏
か
ら
事
業
が
始
め
ら
れ
た
「
世
譜
」
が
完
成
し
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
長
崎
基
近
・
早
見

覚
哉
ら
に
褒
賞
が
与
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
月
に
は
茂
昭
と
広
橋
胤
保
の
女
、
幾
子
の
縁
談
が
内
定
し
た
。

家
政
内
で
は
六
月
に
鈴
木
準
道
が
家
従
を
命
じ
ら
れ
た
。
な
お
、
鈴
木
は
明
治
二
十
二
年
に
は
初
代
福
井
市
長

に
就
任
し
て
い
る
。

十
二

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）

中
央
で
は
四
月
、
琉
球
藩
お
よ
び
琉
球
王
国
を
廃
止
し
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
翌
五
月

に
清
か
ら
抗
議
が
あ
り
、
以
後
日
清
戦
争
ま
で
そ
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
対
立
関
係
が
生
ま
れ
た
。

慶
永
関
係
で
は
、
福
井
藩
で
陪
臣
と
さ
れ
た
武
生
本
多
家
の
当
主
本
多
副
元
が
一
月
、
特
旨
を
も
っ
て
華
族
に

列
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
八
月
に
は
出
資
し
た
海
上
保
険
会
社
の
開
業
式
に
参
加
し
た
り
、
訪
日
中
の
ア
メ
リ
カ
前

大
統
領
グ
ラ
ン
ト
を
も
て
な
す
夜
会
に
出
席
し
た
り
し
て
い
る
。

十
月
に
は
橋
本
綱
紀
（
左
内
）
の
二
十
年
祭
が
行
わ
れ
、
慶
永
は
祭
文
を
お
く
っ
た
。
翌
十
一
月
、
女
子
が
誕

ま
さ

こ

生
し
、
正
子
と
命
名
さ
れ
た
。

十
三

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）



自
由
民
権
運
動
は
府
県
会
の
議
員
と
な
っ
た
士
族
・
豪
農
ら
を
中
心
に
発
展
し
、
こ
の
年
国
会
期
成
同
盟
が
結

成
さ
れ
た
。
十
一
月
の
第
二
回
大
会
で
は
、
次
回
の
大
会
ま
で
に
憲
法
見
込
案
を
持
参
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、

各
地
方
の
政
社
で
憲
法
私
案
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
政
治
運
動
の
高
揚
を
警
戒
す
る
政
府
は
、

こ
れ
よ
り
先
に
「
集
会
条
例
」
を
公
布
し
、
政
治
集
会
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

明
治
九
年
に
「
国
立
銀
行
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
不
換
銀
行
券
の
発
行
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
翌
十
年
の
西

南
戦
争
で
巨
額
の
軍
費
が
必
要
と
な
り
、
不
換
紙
幣
を
発
行
し
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
激
し
い
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
し
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
慶
永
は
四
月
、
村
田
氏
寿
ら
と
協
議
し
翌
月
か
ら
家
令
・
家
扶
の
月
給
を
増
や
し
、

家
従
以
下
に
は
手
当
金
を
下
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
十
月
に
は
福
井
松
平
家
に
連
な
る
一
族
の
家
令
・
家

扶
を
呼
び
だ
し
、
貿
易
に
よ
る
金
銀
貨
幣
の
流
出
に
よ
る
紙
幣
価
値
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
極
力
輸
入
品
の
購
入

を
避
け
る
旨
の
趣
意
書
を
示
し
た
。


